
「消防団員入団促進キャンペーン」の実施
防災課

毎年３月末から４月にかけて、定年等による消防団員
の退団が多くなる傾向にあります。このことから、消防
庁では、地域防災力の向上を図るために、退団時期の前
の１月から３月を「消防団員入団促進キャンペーン」の
期間として位置づけ、消防団員募集についての広報を全
国的に展開しています。
このキャンペーン中には、特に、被雇用者、女性及び
大学生等を対象とした入団促進にも取り組んでいただく
よう各都道府県知事及び各市町村長（指定都市市長を除
く市町村長へは都道府県知事を経由）に対し、消防庁長
官から「「消防団員入団促進キャンペーン」に基づく広
報の推進について(通知)」（平成24年12月20日付け消防
災第420号）を発出しました。

本通知では、広報誌、ホームページ、ケーブルテレビ等
のあらゆる広報媒体を通じて、効果的な広報を推進してい
ただくとともに、キャンペーン期間中に開催される各種イ
ベント等において、消防庁作成の「消防団員入団促進ポス
ター」、「消防団員入団促進リーフレット」等を活用した消
防団員募集の広報を推進していただくよう依頼しました。
これからも地域の幅広い層から職業、年齢、性別を問
わず、多くの方々が消防団に入団されることを期待して
います。
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消防団員の母が様々な活動を
通していろんな人と出会い
イキイキ楽しそうだったので。
入団して自分の住む街を再発
見。子供のために救急訓練に
も自然と力が入ります。

松浦 景子さん
（熊本県長洲町消防団）

東日本大震災では、
多くの消防団員が活躍しました。

大規模災害は、“いつ”“どこで”起こるかわからない。

教えて！
入団のきっかけ
今日もあなたの街で
消防団員が活躍しています！
そんな彼・彼女たちの素顔を
ご紹介します！

なるものを、と。在学中は、
大学の勉強以外にもたくさん
の社会勉強ができました。社
会人になった今も、活動を続
けています。

岩崎 沙耶さん
（愛媛県松山市消防団）

ましたが、思った以上に活動
は楽しく、地域での交流が
より深まったと感じます。

北沢 孝太さん
（長野県上田市消防団）

マイナス面は何もなく、地域と
の接点も増え、いざと言う時
の知識も身につきました。

西宮 賢さん
（秋田県仙北市消防団）

時に活躍でき、地域貢献にも
なる消防団に入団しました。

黒 浩嘉さん

入団のきっかけはズバリ、
消防団員として活躍する父の
姿に憧れて。自分も人を助け
られる父のような存在になり
たいと強く思い、日夜、訓練や
活動に励んでいます。

山影 純子さん

震災は考え方も一変。災害に
際し、自分にできることは何か
ないかと考え、入団を決意。
先輩も優しく指導してくれ、
以前より地域との「繋がり」を
意識するようになりました。

山本 紘之さん

震災は考え方も一変。災害に
際し、自分にできることは何か
ないかと考え、入団を決意。

入団のきっかけはズバリ、
消防団員として活躍する父の
姿に憧れて。自分も人を助け

消防団員の母が様々な活動を
通していろんな人と出会い
イキイキ楽しそうだったので。

3・11東日本大震災を機に

自分にできることを真剣に
考えた。

三年前に妻が入団。

誘われて一緒に入団しまし
た。

地元の消防団で活躍する

父の姿に憧れて。

長男は必ず消防団へ、の土
地柄。

でも入ってみたら、楽しかっ
た。

福祉やボランティアに興味
。

何か地域のためになりたい
、と。

火災や災害時に活躍する消
防団。

地域貢献の思いから入団へ
。

母の楽し気な消防団活動に

刺激を受け、入団を志願。

2011年3月11日午後2時46分。日本の地震観測史上最大のマグニチュード9.0の巨大地震が
発生しました。巨大地震によって引き起こされた津波は、東北地方から関東地方にかけての太平
洋岸の多くの人々を巻き込むとともに、我々にとってかけがえのないものを瞬時に破壊しました。
未曾有の被害をもたらし、日本国内のみならず、世界中に衝撃を与えました。
消防団員は力の及ぶ限り多くの命を救い、また復旧・復興に尽力し、多くの被災住民に勇気と
力を与えました。

● 東海地震
東海地震の想定震源域では概ね100～
150年の間隔で大規模な地震が発生して
いるが、東南海地震（1944）でひずみが
解放されず、安政東海地震（1854）から
158年間大地震が発生していないため、
相当なひずみが蓄積されていることから、
いつ大地震が発生してもおかしくないと
言われている。

● 東南海・南海地震
概ね100～150年の間隔で発生しており、
今世紀前半での発生が懸念されている。

南海トラフ巨大地震

平成24年7月九州北部豪雨

東海地震・東南海・南海地震、それぞれ個別に対策が進められてきた。

大規模地震対策の必要性

平成15年以降の
科学的知見の蓄積

平成23年3月11日
東日本大震災

7月11日から14日にかけて、本州付近に停滞し
た梅雨前線に向かって南から非常に湿った空
気が流れ込み、九州北部を中心に大雨となりま
した。この大雨により、河川のはん濫や土石流
が発生し、熊本県、大分県、福岡県で死者21名、
行方不明者8名となったほか、九州北部を中心
に甚大な被害が発生しました。

●1時間降水量50ミリ以上の年間観測回数は統計期間1976～2011年で増加傾向が明瞭に現れています。
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［アメダス］1時間降水量50ミリ以上の年間観測回数（1000地点あたり） （気象庁資料より）

1976～1986

平均168回

1987～1998

平均195回
1999～2011

平均230回

自営業 学 生 会社員

会社員主 婦 会社員 会社員

中央防災会議（2003）の強震断層域、
津波断層域

津波地震を検討する領域
（津波断層域に追加する領域）

強震断層域（津波断層域の主部断層）

南海トラフ巨大地震の想定震源域 （内閣府資料より）

消防団員入団促進リーフレット（表面） 消防団員入団促進リーフレット（中面）

消防団員入団促進ポスター

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部防災課消防団係　吉田
　TEL: 03-5253-7525 
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